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神奈川県藤沢土木事務所神奈川県藤沢土木事務所

20062006年年99月月2424日日

第２回　第２回　

茅ヶ崎中海岸侵食対策協議会茅ヶ崎中海岸侵食対策協議会

2005年9月撮影

2.　検討内容と協議会の流れ

侵食対策の検討 レンズ礁などの構造物

養　浜

補助構造物の必要性の確認

粒径を考慮した試験養浜

数値計算による養浜規模と粒径の検証養浜の詳細検討

養浜計画の立案

渚の将来像の実現

養浜の可能性検討

養浜諸元（目標浜幅，粒径，養浜方法，養浜形状）の設定

養　浜

粒径を考慮した漂砂調査

第一回協議会（2006年4月2日）

第二回協議会（2006年9月23日）

局所最適化による周辺への影響（周辺の汀線後退，菱沼海岸の侵食助長）が生じる．
侵食を完全に止めることはできない．とくに沖合いの侵食を止めることはできない．

粒径を考慮することで保全施設としての可能性あり

侵食対策として養浜の検討を進める

必要に応じて協議会開催
維持管理方法など

試験養浜及び漂砂調査の結果報告

1.　茅ヶ崎中海岸の現在（ 1990～2005年）海岸特性

現在（ヘッドランド竣工後）の土砂動態：1990-2005

≒0万㎥/yr

養浜：0.5万㎥/yr

0㎥/yr0.5万㎥/yr

(建設前1万㎥/yr）
2万㎥/yr 2万㎥/yr

飛砂

沿岸漂砂

※期間中の茅ヶ崎漁港の浚渫1.4万㎥（2002）

至　相模川至　江ノ島

設計潮位　：　T.P.+1.56m　
潮差　：　1.57m

H.W.L.（朔望平均満潮位）　：　T.P.+0.64

L.W.L.（朔望平均干潮位）　：　T.P.-0.93

30年確率波（計画波浪） ：　Ho’=8.70m，To=12.6s　
年数回来襲波 ：　Ho’=2.50m，To=12.5s

エネルギー平均波 ：　Ho’=0.83m，To=6.35s

卓越波向　 ：　S5°W
波　浪

d50≦0.2mm

h
c
= ‐9m

汀線付近と水深4～8m

●ヘッドランドの建設と1990年以降継続して実施してきた養浜は，中海岸

の現状悪化を防ぐのに適切な方法であった．
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3.　試験養浜
　　3-1　試験養浜の内容

投入時期：2006年1月10日～2月3日
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③茅ヶ崎漁港西側堆積砂

②相模ダム堆積砂

①小出川土砂

細砂0.25mm以下 中砂0.25～0.5mm 粗砂0.5～1.0mm 粗砂1.0～2.0mm 細礫2mm以上

①小出川土砂　　　　　　　 ：1,890㎥ （d50=7.5mm）

②相模ダム堆積砂　　　　 ：4,963㎥ （d50=2.6mm）

③茅ヶ崎漁港西側堆積砂：3,003㎥ （d50=0.36mm）

合計　9,856㎥

3.　試験養浜
　　3-2　変化状況（定点写真）①

1 2 3 4 5 6 7 8 9

2006.9.17 （T.P.-0.36m)

2006.1.20 （T.P.-0.22m)

2005.8.9　（T.P.-0.32m)

3.　試験養浜
　　3-2　変化状況（定点写真）②

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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3.　試験養浜
　　3-3　地形変化状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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3.　試験養浜
　　3-4　短期変動①

1 2 3 4 5 6 7 8 9

　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.12

7月測量：7月7日
8月測量：8月22日（T7,T8,T10後）
9月測量：9月7日（T12後）

安定

変動
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3.　試験養浜
　　3-4　短期変動② 　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.14

1 2 3 4 5 6 7 8 9

7月測量：7月7日
8月測量：8月22日（T7,T8,T10後）
9月測量：9月7日（T12後）

安定

変動
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3.　試験養浜
　　3-4　短期変動③ 　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.16

1 2 3 4 5 6 7 8 9

7月測量：7月7日
8月測量：8月22日（T7,T8,T10後）
9月測量：9月7日（T12後）

安定

変動
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3.　試験養浜
　　3-4　短期変動④ 　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.17+50

1 2 3 4 5 6 7 8 9

7月測量：7月7日
8月測量：8月22日（T7,T8,T10後）
9月測量：9月7日（T12後）

安定

変動
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3.　試験養浜
　　3-4　短期変動⑤ 　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.20

1 2 3 4 5 6 7 8 9

7月測量：7月7日
8月測量：8月22日（T7,T8,T10後）
9月測量：9月7日（T12後）

安定

変動

3.　試験養浜
　　3-5　底質状況①

1 2 3 4 5 6 7 8 9

　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所

No.20 No.23No.17＋50
No.16

No.14
No.12

No.8

No.20

大礫（64mm以上256mm未満）

中礫（4mm以上64mm未満）

細礫（2mm以上4mm未満）

粗砂（0.425mm以上2mm未満）

中砂（0.250mm以上0.425mm未満）

細砂（0.075mm以上0.250mm未満）

シルト（0.075mm未満）

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

* 3 2 1 0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 *

重
量

百
分

率
（

％
）

底質採取水深（ｍ） 2006.8.31

-10.00

-9.00

-8.00

-7.00

-6.00

-5.00

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

-100 0 100 200 300 400 500 600 700 800

2005年3月

2006年2月

2006年7月

2006年8月

2006年9月

1/8

(1/70) 

1/200

(1/25)

(1/50)

1/40

安定 変動

3.　試験養浜
　　3-5　底質状況②

1 2 3 4 5 6 7 8 9

　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所
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大礫（64mm以上256mm未満）
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粗砂（0.425mm以上2mm未満）
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細砂（0.075mm以上0.250mm未満）

シルト（0.075mm未満）
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3.　試験養浜
　　3-5　底質状況③ 　　　　：縦断測量

　　　　：試験養浜箇所
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3.　試験養浜
　　3-6　まとめ

●陸上部では，盛土養浜が多少削られてはい
るものの，砂浜幅はほぼ一定である.盛土部分
は砂の供給を行うことから削られるのは当然
である.

●養浜後～7月にかけて，No.15～No.21.5
の前浜から水深約4mの区間において堆積傾
向であった．これに対し水深4mより沖合では
大きな変動はなく, 投入砂礫は汀線付近に集中
的に堆積した.

●7月，8月の高波浪（年数回波程度）後，水
深1～7mにおいて多少の地形変動はあったが，
前浜から水深1m以浅の汀線付近はほとんど
変化せず安定を保った．

●8月末時点での養浜箇所の底質は，試験養浜
前の昨年10月に比べ，汀線付近を多くの礫が
占めることで特徴付けられる．また，ヘッド
ランド近傍のNo.14においても汀線付近に礫
が集積した．

●以上のことから，礫を多く含む投入土砂は
水深約4m以浅に留まり，沿岸方向に緩やか
に拡散したと考えられる．投入土砂の粒径を
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堆積傾向
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4.　漂砂調査
　　4-1　漂砂調査の内容

ﾄﾚｰｻｰ投入（汀線，3㎥） ﾄﾚｰｻｰ投入（‐4m，3㎥）

1010mmmm 22mmmm 0.20.2mmmm

1010mmmm

22mmmm

0.20.2mmmm

2020～～7070mmmm

0.30.3㎥㎥

Q : どのくらいの粒径が汀線安定に寄与するのか？粒径別の砂の動きは？

4.　漂砂調査
　　4-1　漂砂調査の内容

7/7波高計設置・ﾄﾚｰｻｰ投入

7/10採取①

7/20採取③
7/14採取②

8/22採取④

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

採取⑤

9/8波高計回収

10m

15m

5m

15m

10m

5m

波高計

調査期間：2006年7月7日～9月8日

120oE 140oE 160oE

20oN

40oN

4.　漂砂調査
　　4-2　期間中の波浪状況①

出典：北本 朝展 研究室 @ 国立情報学研究所(NII)

③

⑤

⑦

⑧

⑪

⑨

⑩ 3号（920hPa）：2006. 6.30～ 7.11

4号（970hPa）：2006. 7. 9～ 7.15

5号（955hPa）：2006. 7.19～ 7.26

7号（975hPa）：2006. 8. 5～ 8.11

8号（925hPa）：2006. 8. 5～ 8.11

9号（985hPa）：2006. 8. 6～ 8.10

10号（980hPa）：2006. 8.13～ 8.20

11号（992hPa）：2006. 8.14～ 8.16

④
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4.　漂砂調査
　　4-2　期間中の波浪状況

★年数回来襲波 ：　Ho’=2.50m，To=12.5s

茅ヶ崎海岸トレーサー追跡調査　現地波浪観測（有義波高）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

7/7 7/9 7/11 7/13 7/15 7/17 7/19 7/21 7/23 7/25 7/27 7/29 7/31 8/2 8/4 8/6 8/8 8/10 8/12 8/14 8/16 8/18 8/20 8/22

波高(m)

7/10採取①

7/7波高計設置・ﾄﾚｰｻｰ投入

7/14採取② 7/20採取③ 8/22採取④

8/22波高計点検

茅ヶ崎海岸トレーサー追跡調査　現地波浪観測（有義波周期）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

7/7 7/9 7/11 7/13 7/15 7/17 7/19 7/21 7/23 7/25 7/27 7/29 7/31 8/2 8/4 8/6 8/8 8/10 8/12 8/14 8/16 8/18 8/20 8/22

周期(s)

7/10採取①

7/7波高計設置・ﾄﾚｰｻｰ投入

7/14採取② 7/20採取③ 8/22採取④

8/22波高計点検

波向　：　S～SSE

T4 T7,T8 T10

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

汀線投入：粒径0.2mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

汀線投入：粒径0.2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

汀線投入：粒径0.2mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

汀線投入：粒径0.2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

汀線投入：粒径2mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

汀線投入：粒径2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

汀線投入：粒径2mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

汀線投入：粒径2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

汀線投入：粒径10mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

汀線投入：粒径10mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

汀線投入：粒径10mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

汀線投入：粒径10mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　

汀線投入：粒径20～70mm（現地採取）

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

汀線投入：粒径20～70mm（現地採取）

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

汀線投入：粒径20～70mm（現地採取）
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

汀線投入：粒径20～70mm（現地採取）

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

－4m投入：粒径0.2mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

－4m投入：粒径0.2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

－4m投入：粒径0.2mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

－4m投入：粒径0.2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

－4m投入：粒径2mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

－4m投入：粒径2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

－4m投入：粒径2mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

－4m投入：粒径2mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

－4m投入：粒径10mm

7/10　採取①（3日後）

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/14　採取②（7日後）

－4m投入：粒径10mm

4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

7/20　採取③（13日後）

－4m投入：粒径10mm
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4.　漂砂調査
　　4-3　粒径別の漂砂調査結果　　

7-2 7-3 7-4 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-27-1

8/22　採取④（46日後）

－4m投入：粒径10mm

4.　漂砂調査
　　4-4　まとめ①

●タイプⅠ　汀線付近に粗粒土砂を投入　
　投入土砂は汀線付近に留まる．

●タイプⅡ　汀線付近に細粒土砂を投入　
　ほとんど汀線付近に留まることはできず沖合に広く拡散する．汀線付近に残存するとすれ
ば，汀線の砂の中に含まれる細砂の含有率程度までとなる．

●タイプⅢ　沖合に粗粒土砂を投入　　　
　現状の土砂と粒径が違うため，移動できず投入位置にほとんど留まり，細砂と混じる．
（サンプリングでは移動状況の把握が困難）．

●タイプⅢ　沖合に細粒土砂を投入　　　
　元々細粒で覆われている海底面に同様の細砂が置かれることから，その移動状況は元々海
底面を覆っていた細砂と同じとなる．

細粒

粗粒
汀線

沖

岸

タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ

4.　漂砂調査
　　4-4　まとめ②

●タイプⅠ　汀線付近に粗粒土砂を投入　
　　　　　　2mmと10mmの動き方の違いに注目．10mの方が沿岸方向に動く範囲が狭い．

以上より，
細砂を用いた養浜では汀線投入でも沖合投入でも同じ結果となり，投入砂は広く拡散する．
投入した細砂の一部は茅ヶ崎漁港の航路埋没の要因となる一方，ヘッドランド沖を越えて東
側の菱沼海岸へと流出し，東側の海浜に対する養浜効果を発揮する．
これに対して，茅ヶ崎中海岸へ投入された粗粒土砂は元々そうであったように，この付近に
留まることができる．粒径が粗いほど動きにくい．
また，粒径別の移動状況より，養浜方法は試験養浜と同様に陸側での盛土養浜でよい．

採取①（3日後）

2mm 10mm

採取②（7日後）

2mm 10mm

採取③（13日後）

2mm 10mm

採取④（46日後）

2mm 10mm

5.5.　中海岸における養浜の可能性　中海岸における養浜の可能性（調査結果からの結論）（調査結果からの結論）

茅ヶ崎中海岸における礫を多く含んだ養浜の可能性

●1990年以降継続して実施してきた養浜は，中海岸の現状悪化を防ぐのに
適切な方法であった．

●粗い粒径を多く含んだ投入土砂は汀線付近に留まり，海浜安定に効果的
である．

●よって，粒径を考慮した養浜は，海岸保全対策として当海岸において有
効な方法であると結論付けられた．


